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江田島市地域自立支援協議会 

こども支援部会 令和７年度活動報告及び令和８年度活動計画 

令和７年度活動報告 

開催回数 

及び開催

日 

３回 

令和７年６月 26日（第１回）令和７年９月 18日（第２回） 

令和８年２月 17日（第３回） 

出席機関 県立呉特別支援学校江能分級、児童発達支援事業所歩歩江田島、放課後等デ

イサービスアーチ江田島、放課後等デイサービスリンク江田島、島の病院お

おたに、市教育委員会学校教育課、市子育て支援課、障害者相談支援事業所

江能、江田島市障害者生活支援センター、市社会福祉課 

活動内容 １ 江田島市における医療的ケアが必要な方の現状と課題 
（１）事例 （10歳代、気管切開、経管栄養、喀痰吸引） 
   課題 江田島市の生活介護事業所で医療的ケア児の受け入れ実績が

ないため、学校卒業後も市内で生活するためには 18 歳以降の
日中の行き場の確保について検討が必要。共生型介護保険サー
ビスでデイを利用できないか、事業所に相談している。 

 

２ 各機関、事業所の現状報告 

（１）各機関、事業所から現状について報告。療育の受け皿不足や、不登校

児の現状といった課題や、予防的性教育や、保護者が外国籍の家庭と

の意思疎通について実践例等が共有された。 

 

３ 児童発達支援について 

（１）児童の発達診療の資源不足という課題軽減に向けて、呉みどりが丘病

院に対し、相談会等への派遣協力について相談を行った。当院として

は協力したいが、予算や人員の制限もあるため、当院でしか対応でき

ない部分の補完ができれば、とのことで、現状の市内資源で対応可能

なことについて、今一度の検討をと提案があった。 

作成したＱ－ＳＡＣＣＳを活用し、支援体制整備に向けて市内資源 

にて可能な取組があるか引き続き検討していくこととなった。 

（２）発達相談等を要しない療育の場として、今年度は運動教室を２回、リ

トミック教室を１回開催した。また、発達が気になる児童の保護者向

けのワークショップ及び相談会を開催した。参加者から好評で、継続

開催を望む声があった。 

（３）高田交流プラザにある箱庭を教育支援センター利用児が活用できるよ

う調整を行った。また、上記療育教室開催の日に併せ、希望者には箱

庭体験の場を設けた。 

   

４ 障害のある児童の性教育について 

（１）昨年から、障害のある児童の性に関する課題を共有し、保護者や支援
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者への性教育への意識啓発について継続して検討をする中で、江能分

級が昨年度の研修を踏まえた取組を行っているとのことで、実践報告

を受けた。ゲームや演習を通じて、児童達の意識や行動に変容が見ら

れ、性教育の効果や必要性を感じることができた。 

 

５ 地域支援システム評価（Ｑ－ＳＡＣＣＳ）について 

（１）作成したＱ－ＳＡＣＣＳについて広島県発達障害者支援センターか

ら、ＡＩも活用した本市の強みと課題の分析と、取組の提案を受けた。

小規模な本市ならではの連携の取りやすさがある一方、島嶼部である

こと等による資源不足や、他市と共通して 15 歳以降の支援が明確に

減ることなど、強みと課題が明らかになった。こうした本市の強みを

活かした既存の連携の場の強化や、専門職のスキルアップの場等につ

いて提案があった。 

      

６ 来年度取り組みたいこと 

（１）児童発達支援センター設置が困難かつ、医療や福祉資源が少ない中、

発達課題のある児童や保護者の負担軽減に向けて、横のつながりの強

化が重要となる。既存の会議等の活用、新たな情報共有の場の設置な

ど、保育・福祉・教育・医療の連携強化の仕組みの検討を行いたい。 

（２）現在実施している療育教室や箱庭の活用など、診断や支給決定を要し

ない療育の場や相談会を引き続き実施し、ニーズ把握をしながら継続

運用に取り組みたい。 

令和８年度活動計画 

開催予定 ３回（第１回、第２回定例会後、第３回時期未定） 

構成員 
令和７年度の出席機関に依頼。また、適宜、系列事業所のサービス管理責任

者が出席できるようにする。 

内容 

医療的ケア児協議の場としての報告を続け、課題について協議する。 

児童発達支援の体制整備について協議する。 

保育・福祉・教育・医療の情報共有の仕組みづくりを検討する。 

こどもの性教育の取り組みについて協議する。 

その他必要な課題について協議する。 

 


